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一

般

質

問

大
おお

名
な

�美
み

恵
え

子
こ

　議員

新政とうかい

河
かわ

野
の

　健
けん

一
いち

　議員

問　東海第二の再稼働とは
どの時点か

答 　整理して６市村で共通認識を持つ

問　面積変更の
計画策定への影響は

答 　一から作り直す状況とはならない

が
「
新
基
準
適
合
と
は
、

絶
対
安
全
を
保
障
し
た
わ

け
で
は
な
い
」
旨
の
発
言

を
し
て
い
る
。
規
制
委
員

会
の
審
査
に
合
格
し
た
原

電
の
説
明
を
聞
く
だ
け
で

な
く
、
新
協
定
の
協
議
会

を
有
意
義
に
す
る
た
め
に
、

６
市
村
と
し
て
専
門
家
等

の
意
見
聴
取
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

答　
専
門
家
等
の
技
術
的

な
意
見
を
伺
っ
た
場
合
に
、

技
術
論
か
ら
そ
の
正
否
を

判
断
す
る
こ
と
は
困
難
と

考
え
る
。
当
面
は
、
事
業

者
の
安
全
対
策
の
取
組
や

県
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

の
検
証
状
況
な
ど
を
注
視

し
て
い
く
。

討
・
調
整
中
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
、
見
直
さ
れ

た
際
に
は
、
割
り
振
り
の

見
直
し
作
業
も
必
要
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。
一
方

で
、
東
海
村
広
域
避
難
計

画(

案)

に
定
め
て
い
る

事
項
や
基
本
的
な
考
え
方

を
変
更
す
る
必
要
は
な
く
、

ま
た
、
避
難
先
自
治
体
で

あ
る
取
手
市
、
守
谷
市
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
３
市

が
本
村
の
避
難
先
か
ら
除

外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
い
る
た
め
、
割
り

振
り
の
変
更
を
行
う
場
合

で
あ
っ
て
も
、
一
か
ら
計

画
を
作
り
直
す
状
況
と
は

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問　
岸
田
首
相
は
８
月
24

日
の
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
で「
東

海
第
二
原
発
も
含
め
て
来

夏
以
降
再
稼
働
を
加
速
さ

せ
る
」
と
発
言
。
地
元
の

理
解
な
し
に
再
稼
働
は
で

き
な
い
。
６
市
村
共
通
の

認
識
が
重
要
と
考
え
る
が
、

東
海
第
二
の
再
稼
働
と
は

ど
の
時
点
を
言
う
の
か
。

答　
再
稼
働
の
定
義
や
燃

料
装
荷
と
事
前
了
解
の
考

え
方
・
解
釈
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
首
長
懇
談
会

と
し
て
統
一
し
た
考
え
は

な
い
。
何
れ
か
の
時
点
で

意
見
交
換
や
議
論
を
通
し

て
整
理
し
共
通
認
識
を
持

つ
必
要
は
あ
る
と
考
え
る
。

問　
原
子
力
規
制
委
員
長

問　
本
村
の
広
域
避
難
計

画
の
策
定
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
訓
練
や
10
月
に
実
施

す
る
守
谷
市
と
の
訓
練
を

通
し
確
認
・
検
証
結
果
が

順
次
反
映
さ
れ
、
現
状
の

計
画
（
案
）
か
ら
正
式
な

計
画
の
公
表
に
向
け
て
近

づ
い
た
と
感
じ
て
い
る
。

一
方
で
茨
城
県
で
は
、
感

染
症
対
策
な
ど
を
踏
ま
え
、

避
難
所
の
面
積
を
拡
大
す

る
こ
と
な
ど
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。
避
難
所
に
お
け

る
１
人
当
た
り
の
面
積
が

変
更
と
な
っ
た
場
合
の
計

画
策
定
へ
の
影
響
は
。

答　

避
難
所
に
お
け
る

１
人
当
た
り
の
面
積
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
検
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